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〔背景・ねらい〕 

多くの酪農家が、自分の牧場産の牛乳・乳製品を消費者の皆さんに直接販売し、味わって

もらいたいという希望を持っている。自家産の乳製品の内、注目されているのが「自家製ヨ

ーグルト」であるが、その製造には、限られた種類の市販乳酸菌スターター（種菌）しか選

択肢がないため、風味の点で大手メーカー製品との違いや製品に込めた思いをわかってもら

うことが困難である。しかし、ヨーグルトは、ベースになる特徴的なプレーンができれば、

様々な商品が派生的に開発でき、また色々な消費提案もできるので、お客様と対話しながら

育てていく楽しみもある。 
 
〔成果の内容・特徴〕 

1 植物性乳酸菌の研究を続けてきた畜産技術研究所のノウハウを活用し、牧場を彩る景観形

成用植物の花や牧草の花から分離した 128 株の乳酸菌から、特徴あるヨーグルト作りに適し

た乳酸菌を複数株選抜した。（写真 1,2） 
2 特徴的な風味・食感を醸成する菌株のうち、食味評価で市販品と同等の良評価がありなが

ら、牧場独自の特徴を伝えることが出来る 2 菌株を選択した。 
3 パンの香りのするヨーグルトを作る№151(Lactcoccus lactis トウモロコシの花から分離)
をパン工房から 6 次産業を始めた土井ファーム(バール・ジェラテリア)で製品化した。（写真

3） 
4 キレのある酸味と香りのヨーグルトを作る№170(Lactobacillus fermentum アカクローバ

の花から分離)を開拓酪農の歴史を受け継ぐミルクランド㈱で製品化した。（写真 4） 
5 県内 2 箇所で 4 製品の試食会を開催したところ、6 割以上が「好き」と回答する差別性の

高い製品であることが確認された。（写真 5） 
 
〔成果の活用・留意点〕 

1「富士山フラワーヨーグルト」ブランドで、複数製品を製造・販売する予定。 

2 新成長研究で、継続的に特徴ある風味のヨーグルトを継続的に開発し、県内複数ケ所の6次

産業化牧場で製造・販売していただく計画を進めている。（図1） 
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写真 1 牧場の景観形成をする花を採取 写真 2 牛乳に親和性の高い乳酸菌を分離 

写真 3             写真 4 
商品性の高いヨーグルト作りのため 6次産業化牧場

と対話と試行を繰り返し、製品を作り上げた。 

写真 5 展示会等で試食アンケートを実施。

図 1 「富士山フラワーヨーグルト研究

会」で、使用を決定したブランド共通デ
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